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今
年
度
は
、
よ
り
多
く
の
市
民
の
皆
様
に

参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
市
内
９
カ
所

全
て
の
公
民
館
で
議
会
報
告
会
を
開
催
し
、

計
89
名
の
方
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

報
告
会
は
2
部
構
成
と
し
、
第
1
部
「
議

会
か
ら
の
報
告
」
で
は
各
委
員
会
か
ら
、「
新

清
掃
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
つ
い
て
」（
総
務

民
生
常
任
委
員
会
）、「
金
ケ
崎
周
辺
整
備
に

つ
い
て
」（
産
経
建
設
常
任
委
員
会
）、「
市

立
敦
賀
病
院
の
経
営
に
つ
い
て
」（
文
教
厚

生
常
任
委
員
会
）、「
敦
賀
市
議
会
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
防
止
条
例
に
つ
い
て
」（
議
会
運
営
委

員
会
）
を
テ
ー
マ
に
報
告
し
ま
し
た
。
ま
た

第
2
部
の
「
意
見
交
換
」
で
は
、
第
１
部
の

報
告
内
容
お
よ
び
市
議
会
・
市
政
全
般
に
つ

い
て
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
市
民
の
皆
様
に
と
っ

て
身
近
な
議
会
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た

第 62 代議長に浅野好一氏を選出
　定例会最終日の 12 月 22 日に、中野史生議長より辞職願が
提出され、本会議において許可されました。
　これに伴い議長選挙を行った結果、第 62 代議長に浅野好一
議員が選出されました。

◀ 11 月 20 日（木）
　 　南公民館の様子

　11 月 12 日（水）
　 愛発公民館の様子▼

ご参加いただき

ありがとう

ございました

報告内容やアンケート結果など詳しい情報
  については、敦賀市HPに掲載しています

11 月   7 日（金）
　11 月   8 日（土）
　11 月 11 日（火）
　11 月 12 日（水）
　11 月 13 日（木）
　11 月 15 日（土）
　11 月 18 日（火）
　11 月 19 日（水）
　11 月 20 日（木）

北公民館
東浦公民館
粟野公民館
愛発公民館
中郷公民館
松原公民館
西公民館
東郷公民館
南公民館

開催実績

　議長交代に伴う委員会構　
　成の変更はこちらのＱＲ　
コードから確認できます。
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審 議 結 果 一 覧

　令和 7 年 １2 月 1 日から 12 月 22 日まで開催された令和 7 年第 ４ 回定例会では、議案 35 件、報告議案 2 件、請願 2 件、

陳情 2 件を審議しました。

３

令和７年　第４回敦賀市議会定例会

議案番号 件　　名 付託委員会 審議結果

第 97 号議案 令和７年度敦賀市一般会計補正予算（第 6号） 予算決算 12/22　可決

第 98 号議案 令和７年度敦賀市国民健康保険（事業勘定の部及び施設勘定の部）特別会計補正予算（第 
２号） 予算決算 12/22　可決

第 99 号議案 令和７年度敦賀市介護保険特別会計補正予算（第 1号） 予算決算 12/22　可決

第 100 号議案 令和７年度市立敦賀病院事業会計補正予算（第２号） 予算決算 12/22　可決

第 101 号議案 令和７年度敦賀市水道事業会計補正予算（第２号） 予算決算 12/22　可決

第 102 号議案 令和７年度敦賀市下水道事業会計補正予算（第２号） 予算決算 12/22　可決

第 103 号議案 敦賀市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例制定の件 文教厚生 12/22　可決

第 104 号議案 敦賀市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正の件 総務民生 12/22　可決

第 105 号議案 敦賀市黒河農村ふれあい会館の設置及び管理に関する条例の一部改正の件 産経建設 12/22　可決

第 106 号議案 敦賀市社会福祉施設設置及び管理条例の一部改正の件 文教厚生 12/22　可決

第 107 号議案 敦賀市立放課後児童クラブの設置及び管理に関する条例の一部改正の件 文教厚生 12/22　可決

第 108 号議案 敦賀市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正の件 文教厚生 12/22　可決

第 109 号議案 敦賀市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て支援施設等
の運営に関する基準を定める条例の一部改正の件 文教厚生 12/22　可決

第 110 号議案 敦賀市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正の件 文教厚生 12/22　可決

第 111 号議案 敦賀市立学校設置条例の一部改正の件 文教厚生 12/22　可決

第 112 号議案 敦賀市水道事業給水条例の一部改正の件 産経建設 12/22　可決

第 113 号議案 指定管理者の指定の件 文教厚生 12/22　可決

第 114 号議案 指定管理者の指定の件 文教厚生 12/22　可決

第 115 号議案 新清掃センター整備・運営事業建設工事請負契約変更の件 総務民生 12/22　可決

第 116 号議案 敦賀市立やまびこ園大規模改修等建築工事請負契約の件 文教厚生 12/22　可決

第 117 号議案 公立大学法人敦賀市立看護大学定款の一部を変更する件 総務民生 12/22　可決

第 118 号議案 令和７年度敦賀市一般会計補正予算（第 7号） 予算決算 12/22　可決

第 119 号議案 令和７年度敦賀市国民健康保険（事業勘定の部及び施設勘定の部）特別会計補正予算（第 
３号） 予算決算 12/22　可決

第 120 号議案 令和７年度敦賀市介護保険特別会計補正予算（第２号） 予算決算 12/22　可決

第 121 号議案 令和７年度敦賀市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 予算決算 12/22　可決

第 122 号議案 令和７年度市立敦賀病院事業会計補正予算（第３号） 予算決算 12/22　可決

第 123 号議案 令和７年度敦賀市水道事業会計補正予算（第 ３号） 予算決算 12/22　可決

第 124 号議案 令和７年度敦賀市下水道事業会計補正予算（第３号） 予算決算 12/22　可決

第 125 号議案 職員の給与に関する条例等の一部改正の件 総務民生 12/22　可決

第 126 号議案 議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例等の一部改正の件 総務民生 12/22　可決

第 127 号議案 敦賀市職員懲戒審査委員会委員の選任につき同意を求める件 - 12/22　同意
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賛否が分かれた議案等一覧

　※議長は採決に加わっていません。

　賛成・反対の双方があった議案等については以下のとおりです。（賛成：○、反対：×、欠席：欠）

議案番号 件　　名 付託委員会 審議結果

第 128 号議案 敦賀市職員懲戒審査委員会委員の選任につき同意を求める件 - 12/22　同意

第 129 号議案 敦賀市職員懲戒審査委員会委員の選任につき同意を求める件 - 12/22　同意

第 130 号議案 敦賀市職員懲戒審査委員会委員の選任につき同意を求める件 - 12/22　同意

第 131 号議案 敦賀市職員懲戒審査委員会委員の選任につき同意を求める件 - 12/22　同意

報告第 21 号 専決処分事項の報告の件（損害賠償の額の決定及び和解） - 12/1　報告のみ

報告第 22 号 専決処分事項の報告の件（損害賠償の額の決定及び和解） - 12/1　報告のみ

請願第 4号 敦賀市立少年自然の家の活用に向けた再検討について 文教厚生 12/22　不採択

請願第５号 敦賀市独自の訪問介護事業所における基本報酬引き下げに対する支援について 文教厚生 12/22　不採択

陳情第４号 化学物質過敏症に関する陳情 文教厚生 12/22　趣旨採択

陳情第 5号 免税軽油制度の継続を求める陳情 総務民生 12/22　不採択

会派名
議員名

議案番号

市政会 あたらしい敦賀 市民クラブ
日本共産党

敦賀市会
議員団

公明党

河
瀬
太
治

高
城
庄
佑

縄
手
博
和

川
端
耕
一

浅
野
好
一

大
石
修
平

中
野
史
生

田
中
和
義

馬
渕
清
和

有
馬
茂
人

三
田
村
り
ょ
う

橋
本
彬
穂

籠
太
一
朗

吉
田
隆
昭

北
條
　
正

山
本
武
志

豊
田
耕
一

今
川
ひ
ろ
し

松
宮
　
学

山
本
貴
美
子

中
道
恭
子

大
塚
佳
弘

第 97 号議案 〇 〇 〇 〇 〇 〇 　
　
　
　
　
　
　
　
　

議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇

第 101 号議案 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇

第 102 号議案 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇

第 103 号議案 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇

第 108 号議案 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇

第 118 号議案 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇

第 122 号議案 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇

第 126 号議案 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇

請願第 4 号 × × × × × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 × ×

請願第 5 号 × × × × × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 × ×

陳情第 5 号 × × × × × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 × ×

▲福岡県北九州市での視察の様子
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視 察 報 告行 政

産経建設常任委員会（１０ 月 ２０ 日～ ２１ 日）

総務民生常任委員会（１０ 月 ２２ 日～ ２３ 日）

　産経建設常任委員会では、昨年の 10 月 20 日か
ら 21 日にかけて、佐賀県鳥栖市と福岡県北九州市
を視察しました。
　鳥栖市は 217 社以上の誘致実績をもち、敦賀市
の実効性ある企業誘致施策を検討するため視察し
ました。鳥栖市は交通結節点という突出した地の
利と、広域から人材を確保できる強みを背景に、
積極的な企業誘致を展開しています。工業団地整
備や IT 企業誘致、学校との連携による人材育成が
相乗的に機能し企業進出を支えていました。敦賀
市も官民協働や教育機関との連携を強化し、企業
ニーズに応える環境整備を進める必要性を感じま
した。
　北九州市は門司地区において門司港レトロとい
う取り組みで当時の建築物などを生かしたまちづ
くりとクルーズ船の誘致にも力を入れており、同
じように港町として発展してきた敦賀市の施策に
役立てることを目的に視察しました。門司港レト
ロは、歴史的建造物を保存・活用し、官民連携に
よる観光資源の整備や多数のイベント開催によっ

て年間約 200 万人を集める成功事例となっていま
す。敦賀市においても官民連携によるイベント開
催を増やし交流人口の拡大につなげる必要がある
と感じました。クルーズ船誘致では北九州市が自
治体連携や体験型プログラムで成果を挙げており、
敦賀港においても他港との連携強化や地元文化を
生かした企画づくりが必要と感じました。

　総務民生常任委員会では、石川県志賀町、白山市、
金沢市のエンパワー・サポート㈱の 3 か所を視察
し、防災および保育政策の取り組みについて学びま
した。
　志賀町では、能登半島地震の被災地を視察しまし
た。同町では、当時震度 7 を記録し、死者 24 名、
全壊 2409 棟など甚大な被害が発生しています。仮
設住宅整備や避難所運営で自助・共助の重要性を再
認識し、通信環境や情報発信、復興計画策定に向け
た住民アンケートなどは本市でも参考になると感じ
ました。
　白山市では、ペット防災について視察しました。
同市は、学校法人国際ビジネス学院と協定しており、
ペット同室避難所の整備や訓練を実施しています。
飼育世帯と非飼育世帯の調整や衛生管理など課題は
あるものの、家族同様のペットを守る仕組みづくり
は本市でも検討すべきと感じました。
　エンパワー・サポート㈱では、潜在保育士の短時
間勤務や園側の採用拒否権を認める仕組みを導入
し、保育士人材の確保を推進しています。本市でも

保育士不足は喫緊の課題であり、柔軟な働き方の導
入は有効と感じたところですが、根本解決のために
は、処遇改善など恒常的な対策も必要と考えます。
　今後は、今回の視察で得た知見を踏まえ、防災力
強化や保育士人材の充実に向けた検討を重ねてまい
ります。

▲能登半島地震の被災地視察の様子（富来小学校）

▲福岡県北九州市での視察の様子
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◎
除
雪
機
械
購
入
費
補
助
金

問  

除
雪
用
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
分
を
新
た
に

補
助
金
の
上
乗
せ
対
象
と
し
た
理
由
に
つ
い

て
伺
う
。

答  

こ
れ
ま
で
の
バ
ケ
ツ
型
の
バ
ケ
ッ
ト
で

除
雪
し
た
場
合
、
大
き
な
雪
の
塊
が
民
家
の

前
や
駐
車
場
の
入
口
に
こ
ぼ
れ
落
ち
る
こ
と

が
あ
り
、
苦
情
等
も
発
生
し
て
い
た
。
今
回

補
助
対
象
と
す
る
除
雪
用
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト

付
き
除
雪
車
を
使
用
す
る
と
、
民
家
の
な
い

ほ
う
に
雪
を
受
け
流
し
た
り
、
雪
を
両
側
に

均
等
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
除
雪
作
業
の
効
率
化
や
市
民
の
皆
さ
ん

の
負
担
軽
減
に
も
つ
な
が
る
た
め
補
助
対
象

と
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
　問  

除
雪
用
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
に
係
る
補
助

金
額
及
び
補
助
予
定
台
数
の
根
拠
に
つ
い
て

伺
う
。

答  

除
雪
機
械
本
体
と
同
様
に
補
助
率
は
３

分
の
１
で
あ
る
。
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
付
き
除

雪
車
と
、
通
常
の
除
雪
車
を
購
入
す
る
場
合

の
差
額
に
３
分
の
１
を
乗
じ
、
１
台
当
た
り

１
５
０
万
円
を
上
限
と
し
て
上
乗
せ
す
る
形

に
な
っ
て
い
る
。
台
数
に
つ
い
て
は
、
除
雪

機
械
本
体
の
補
助
予
定
台
数
の
約
半
分
の
４

台
と
し
た
。

　
賛
成
多
数

　
原
案
ど
お
り
認
め
る
べ
き
も
の
と
決
定

◎
非
課
税
世
帯
・
高
齢
者
生
活
支
援
事

業
費

問  

物
価
高
騰
に
よ
る
負
担
軽
減
の
た
め
商

品
券
を
配
付
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
商
品
券

は
５
０
０
円
や
１
０
０
０
円
つ
づ
り
な
ど
、

ど
の
よ
う
な
も
の
を
考
え
て
い
る
か
。

答  

こ
の
事
業
で
配
付
す
る
商
品
券
は
、
Ｊ

Ｃ
Ｂ
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
を
予
定
し
て
お
り
、

額
面
１
０
０
０
円
の
商
品
券
を
５
枚
、
計

５
０
０
０
円
分
を
、
対
象
世
帯
、
対
象
者
に

配
送
す
る
予
定
で
あ
る
。

問  

対
象
者
の
も
と
に
届
く
の
は
い
つ
ご
ろ

に
な
る
か
。

　
　
令
和
８
年
３
月
中
の
配
付
開
始
を
目

指
し
、
準
備
を
進
め
て
い
る
。

◎
学
校
給
食
費
負
担
軽
減
交
付
金

問  

令
和
８
年
４
月
か
ら
予
定
さ
れ
て
い

る
、
小
学
校
の
給
食
費
無
償
化
に
つ
な
が
る

交
付
金
の
前
倒
し
と
し
て
考
え
れ
ば
よ
い

か
。

答  

こ
の
交
付
金
は
、
国
の
物
価
高
騰
対
応

重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
に
お
い

て
、
物
価
高
騰
対
策
支
援
の
推
奨
事
業
の
メ

ニ
ュ
ー
で
あ
る
。
給
食
費
の
財
源
と
し
て
充

当
し
、
令
和
８
年
１
月
以
降
の
小
学
校
に
お

け
る
給
食
費
を
保
護
者
か
ら
徴
収
し
な
い
と

い
う
こ
と
で
、
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担

を
軽
減
す
る
も
の
で
あ
る
。

問  

交
付
金
の
充
当
金
額
と
、
学
校
給
食
費

徴
収
金
の
減
額
分
を
比
較
す
る
と
、
差
額
が

約
１
３
５
０
万
円
と
な
る
が
、
こ
の
分
は
市

が
負
担
す
る
の
か
。

答  

差
額
分
は
市
の
一
般
財
源
を
充
て
る
予

定
で
あ
る
。

　
学
校
給
食
費
の
負
担
軽
減
と
い
う
こ
と

で
、
学
校
給
食
費
の
無
償
化
に
大
き
く
踏
み

出
す
も
の
で
あ
る
と
高
く
評
価
す
る
。

　

　
賛
成
多
数

　
原
案
ど
お
り
認
め
る
べ
き
も
の
と
決
定

問  

週
休
日
の
勤
務
時
間
は
、
１
日
や
半
日

と
い
っ
た
振
り
替
え
単
位
で
は
な
く
、
実
勤

務
時
間
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
る
と
い
う
理
解

で
よ
い
か
。

答  

週
休
日
の
勤
務
時
間
は
必
ず
し
も
１
日

や
半
日
と
い
っ
た
振
り
替
え
単
位
に
完
全
に

当
て
は
め
る
必
要
は
な
く
、
端
数
が
生
じ
た

場
合
に
は
、
振
り
替
え
と
超
過
勤
務
手
当
の

支
給
を
組
み
合
わ
せ
て
対
応
を
行
う
。

　

全
会
一
致

　
原
案
ど
お
り
認
め
る
べ
き
も
の
と
決
定

６

質
　
疑

質
　
疑

自
由
討
議

採
　
決

質
　
疑

［
第
118
号
議
案
］ 

令
和
７
年
度
敦
賀
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
７
号
）

質
　
疑

採
　
決

採
　
決

　常任委員会は、 本会議での議決 （最終意思決定） の前に、
議案や請願などを詳細に審査する場です。

常任委員会審査報告

　
　
予 

算 

決 

算

常
任
委
員
会
　
　

［
第
97
号
議
案
］ 

令
和
７
年
度
敦
賀
市
一
般
会
計
補
正
予

算 （
第
６
号
）

［
第
104
号
議
案
］ 

敦
賀
市
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
の
件

［
第
115
号
議
案
］ 

新
清
掃
セ
ン
タ
ー
整
備
・
運
営
事
業
建

設
工
事
請
負
契
約
変
更
の
件

　
　
総 

務 

民 

生

　
　
　   

常
任
委
員
会 

答
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現
在
の
工
事
の
進
捗
（
し
ん
ち
ょ
く
）

状
況
に
つ
い
て
、
伺
う
。

　
　答  

令
和
９
年
２
月
末
ま
で
の
当
初
の
工
期

に
対
し
、
地
中
障
害
物
の
影
響
に
よ
り
、
工

期
を
３
か
月
延
長
し
た
令
和
９
年
５
月
末
ま

で
と
す
る
変
更
契
約
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

現
在
は
、
月
１
回
の
全
体
会
議
に
お
い
て
、

進
捗
を
確
認
し
て
お
り
、
お
お
む
ね
見
直
し

後
の
工
期
ど
お
り
進
ん
で
い
る
状
況
で
あ
る
。

　

全
会
一
致

　

原
案
ど
お
り
認
め
る
べ
き
も
の
と
決
定

　
問  

条
例
第
１
条
、
第
３
条
お
よ
び
第
５
条

の
規
定
を
令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら
遡
及

（
そ
き
ゅ
う
）
し
て
適
用
す
る
こ
と
を
附
則

に
定
め
て
い
る
が
、
こ
の
遡
及
適
用
に
伴
い

発
生
す
る
金
額
は
、
追
加
補
正
予
算
に
計
上

さ
れ
て
い
る
と
い
う
理
解
で
よ
い
か
。

答  

そ
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
全
会
一
致

　
原
案
ど
お
り
認
め
る
べ
き
も
の
と
決
定

　
　
　

免
税
軽
油
制
度
は
、
ス
キ
ー
場
産
業

で
の
利
用
に
限
ら
ず
、
道
路
を
走
行
し
な
い

機
械
へ
の
軽
油
供
給
に
広
く
認
め
ら
れ
て
い

る
制
度
で
あ
る
。
本
市
と
し
て
も
、
ス
キ
ー

場
産
業
を
含
め
た
他
の
幅
広
い
用
途
で
の
活

用
を
踏
ま
え
、
本
制
度
が
今
後
も
継
続
さ
れ

る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

意
見  

ス
キ
ー
場
産
業
だ
け
に
焦
点
を
当
て

る
の
で
は
な
く
、
他
の
業
界
も
含
め
た
全
体

的
な
話
と
し
な
け
れ
ば
、
不
十
分
な
議
論
に

な
る
恐
れ
が
あ
る
。

賛
成  

同
制
度
は
、
様
々
な
用
途
に
認
め
ら

れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、そ
の
中
に
は
当
然
、

敦
賀
市
内
の
事
業
者
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
も

の
も
含
ま
れ
て
い
る
。
本
陳
情
は
、
団
体
と

し
て
の
要
望
を
取
り
上
げ
て
い
る
も
の
で
あ

り
、そ
の
内
容
は
妥
当
な
も
の
と
判
断
す
る
。

　

賛
成
少
数

　

不
採
択
と
す
べ
き
も
の
と
決
定

問  

市
の
直
営
に
す
る
こ
と
で
、
人
員
及
び

経
費
の
増
減
は
あ
る
の
か
。

答  

業
務
は
多
少
増
え
る
が
、
今
の
農
林
水

産
振
興
課
の
人
数
の
中
で
で
き
る
範
囲
で
あ

る
。
経
費
と
し
て
は
こ
れ
ま
で
と
大
き
く
変

わ
ら
な
い
。

問  

こ
れ
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
伺
う
。

答  

平
成
12
年
に
建
設
さ
れ
、
平
成
17
年
ま

で
は
市
が
直
営
し
て
い
た
。
当
初
は
、
地
元

住
民
が
主
体
と
な
り
、
マ
ナ
の
摘
み
取
り
園

の
運
営
な
ど
、
盛
ん
に
活
動
し
て
い
た
。

　

そ
の
後
、
平
成
18
年
か
ら
指
定
管
理
者
制

度
に
移
行
し
た
。
自
主
事
業
を
拡
大
さ
せ
よ

う
と
い
う
地
元
住
民
の
思
い
は
あ
っ
た
が
、

高
齢
化
の
影
響
な
ど
で
徐
々
に
規
模
が
縮
小

し
、
現
在
は
マ
ナ
の
活
動
も
ほ
と
ん
ど
行
わ

れ
て
い
な
い
。

　
　

市
が
施
設
の
機
能
や
役
割
を
果
た
せ
る

よ
う
、
発
展
的
に
指
定
管
理
者
制
度
か
ら
市

の
直
営
に
変
え
る
と
い
う
ふ
う
に
捉
え
れ
ば

よ
い
の
か
。

答  

こ
れ
ま
で
地
元
住
民
が
中
心
と
な
っ
て

行
っ
て
き
た
こ
と
が
、
現
在
は
重
荷
と
な
っ

て
い
る
。
今
後
は
農
林
水
産
振
興
課
が
中
心

と
な
り
、
本
来
の
目
的
で
あ
る
農
林
業
の
育

成
や
都
市
部
住
民
と
の
交
流
な
ど
に
も
力
を

入
れ
て
い
き
た
い
。

賛
成  

質
疑
を
通
じ
て
、
こ
の
施
設
の
意
義

や
過
去
の
管
理
形
態
が
理
解
で
き
た
。
最
も

重
要
な
の
は
施
設
の
目
的
で
あ
り
、
都
市
部

住
民
と
の
交
流
を
促
進
す
る
こ
と
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
市
の
直
営
に
す
る
こ
と
で
、

施
設
の
意
義
の
拡
大
に
期
待
で
き
る
た
め
賛

成
し
た
い
。

　

全
会
一
致

　
原
案
ど
お
り
認
め
る
べ
き
も
の
と
決
定

採
　
決

質
　
疑

討
　
論

７

質
　
疑

討
　
論

採
　
決

採
　
決

［
第
125
号
議
案
］ 

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部

改
正
の
件

採
　
決

［
陳
情
第
5
号
］ 

免
税
軽
油
制
度
の
継
続
を
求
め
る
陳
情

　
　
産 

経 

建 

設

常
任
委
員
会
　
　

［
第
105
号
議
案
］ 

敦
賀
市
黒
河
農
村
ふ
れ
あ
い
会
館
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
の
件

　
　
文 

教 

厚 

生

常
任
委
員
会
　
　

［
第
103
号
議
案
］ 

敦
賀
市
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
制
定
の
件

問

問

意
見
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問

条
例
第
22
条
第
１
項
に
、『
市
長
が
行

う
研
修
（
市
長
が
指
定
す
る
都
道
府
県
知
事

そ
の
他
の
機
関
が
行
う
研
修
を
含
む
。）
を

修
了
し
た
者
』
と
あ
る
が
、
研
修
の
具
体
的

な
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

答

県
が
実
施
す
る
研
修
を
市
長
が
指
定
す

る
研
修
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
を
考
え
て

い
る
。
な
お
、
現
時
点
で
は
具
体
的
な
研
修

内
容
等
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

問

条
例
の
制
定
に
当
た
り
、
事
業
の
実
施

を
希
望
す
る
事
業
者
と
協
議
を
行
っ
て
い
る

の
か
。

答

条
例
に
関
す
る
基
準
は
最
近
発
出
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
事
業
者
に
対
し
て
具
体
的
な

説
明
は
行
え
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。
条
例

が
可
決
さ
れ
れ
ば
、
年
明
け
１
月
か
ら
各
事

業
者
に
対
し
説
明
等
を
行
い
、
そ
の
際
に
困

り
事
が
あ
る
か
併
せ
て
確
認
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

反
対

保
育
現
場
か
ら
疑
問
や
不
安
の
声
が

出
て
い
る
中
で
、
先
行
自
治
体
で
は
、
現
場

や
子
供
の
負
担
軽
減
の
た
め
に
、
条
例
で
乳

児
等
通
園
支
援
従
事
者
の
配
置
や
面
積
な
ど

を
国
の
基
準
に
上
乗
せ
し
て
定
め
て
い
る
事

例
が
あ
る
一
方
、
本
市
の
条
例
は
国
の
基
準

の
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
。
保
育
現
場
お
よ
び

子
供
の
負
担
と
な
ら
な
い
内
容
に
す
べ
き
と

考
え
、
反
対
す
る
。

賛
成

保
育
現
場
と
し
て
は
厳
し
い
面
も
あ

る
が
、
子
供
た
ち
の
成
育
支
援
の
観
点
か
ら

非
常
に
重
要
な
条
例
で
あ
る
と
思
う
た
め
賛

成
す
る
。

　
賛
成
多
数

　
原
案
ど
お
り
認
め
る
べ
き
も
の
と
決
定

意
見

野
坂
山
の
登
山
者
等
か
ら
、
少
年
自

然
の
家
の
入
浴
設
備
の
整
備
等
の
要
望
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
今
後
さ
ら
に
利
用
し
や
す
く

な
る
よ
う
改
修
を
行
う
な
ど
の
余
地
が
あ
る

も
の
と
考
え
る
。

反
対

現
在
の
少
年
自
然
の
家
で
は
、
雨
天

時
に
利
用
し
に
く
く
、
結
果
と
し
て
若
狭
湾

青
少
年
自
然
の
家
や
三
方
青
年
の
家
を
利
用

せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ
る
と
聞
い
て
い

る
。
今
後
、
施
設
を
活
用
し
よ
う
と
す
れ
ば

建
て
替
え
が
前
提
に
な
る
が
、
多
額
の
費
用

を
投
じ
て
行
う
こ
と
は
困
難
で
あ
る
た
め
、

子
供
た
ち
が
自
然
に
触
れ
る
機
会
に
つ
い
て

は
、
別
の
方
法
や
機
会
を
模
索
す
べ
き
で
あ

る
。

賛
成

少
年
自
然
の
家
は
社
会
教
育
施
設
で

あ
り
、
費
用
対
効
果
だ
け
で
計
る
も
の
で
は

な
い
た
め
、
再
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
。

　
賛
成
少
数

不
採
択
と
す
べ
き
も
の
と
決
定

［
請
願
第
5
号
］

敦
賀
市
独
自
の
訪
問
介
護
事
業
所
に
お

け
る
基
本
報
酬
引
き
下
げ
に
対
す
る
支

援
に
つ
い
て

意
見

訪
問
介
護
事
業
所
の
基
本
報
酬
引
下

げ
に
伴
う
減
収
分
を
、
２
０
２
４
年
度
ま
で

遡
っ
て
市
の
一
般
会
計
で
補
填
（
ほ
て
ん
）

す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
る
。
介
護

報
酬
は
国
が
定
め
る
制
度
で
あ
り
、
そ
の
対

応
に
つ
い
て
は
国
に
お
い
て
決
定
さ
れ
る
べ

き
で
あ
る
。

意
見

次
の
介
護
保
険
制
度
の
見
直
し
に
お

い
て
、
新
た
な
仕
組
み
を
設
け
る
こ
と
を
国

が
検
討
し
て
い
る
と
報
道
さ
れ
て
い
る
が
、

本
市
が
対
象
地
域
と
な
る
か
は
不
明
で
あ

る
。
一
方
で
、
敦
賀
市
介
護
保
険
基
金
の
積

立
額
は
過
去
最
多
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
基

金
を
活
用
す
れ
ば
介
護
保
険
事
業
所
の
赤
字

補
填
は
十
分
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
賛
成
少
数
　

不
採
択
と
す
べ
き
も
の
と
決
定

［
陳
情
第
4
号
］

化
学
物
質
過
敏
症
に
関
す
る
陳
情

意
見

化
学
物
質
過
敏
症
は
、
洗
剤
や
柔
軟

剤
な
ど
に
含
ま
れ
る
化
学
物
質
に
過
敏
に
反

応
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
が
現
れ
る
病
気
で

あ
る
。
化
学
物
質
で
苦
し
ん
で
い
る
方
が
健

康
的
に
暮
ら
せ
る
環
境
を
つ
く
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
こ
と
か
ら
、本
陳
情
を
採
択
し
、

病
気
の
存
在
を
多
く
の
市
民
に
知
っ
て
も
ら

う
啓
発
活
動
等
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

本
陳
情
の
趣
旨
は
理
解

す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
陳
情
事
項
の
中
に

は
実
現
が
困
難
と
考
え
ら
れ
る
も
の
も
含
ま

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
趣
旨
採
択
と
す
る
こ

と
を
提
案
す
る
。今

後
、
対
応
し
て
い
く
べ
き

事
項
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
か
ら
、
本
陳
情

を
採
択
し
、
情
報
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
可
否
同
数

８

討
　
論

採
　
決

採
　
決

質
　
疑

［
請
願
第
４
号
］

敦
賀
市
立
少
年
自
然
の
家
の
活
用
に
向

け
た
再
検
討
に
つ
い
て

採
　
決

討
　
論

常任委員会審査報告

採
　
決

原
案
に
賛
成

趣
旨
採
択
に
賛
成

討
　
論

　
委
員
長
裁
決
に
よ
り
趣
旨
採
択
と

す
べ
き
も
の
と
決
定
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問

使
用
済
燃
料
乾
式
貯
蔵
施
設
の
設
置
計

画
に
係
る
原
子
炉
設
置
変
更
許
可
を
得
た
旨

の
連
絡
を
受
け
た
と
の
こ
と
だ
が
、
市
か
ら

関
西
電
力
に
対
し
て
市
民
へ
の
説
明
を
お
願

い
し
て
い
る
の
か
。

答

以
前
の
本
委
員
会
で
も
、
市
民
に
説
明

す
べ
き
だ
と
の
意
見
が
あ
っ
た
た
め
、
そ
の

旨
を
関
西
電
力
に
伝
え
て
い
る
。
説
明
会
に

限
ら
ず
、
広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
報
道

機
関
を
通
じ
た
情
報
発
信
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
方
法
を
用
い
て
丁
寧
に
説
明
す
る
よ
う
、

改
め
て
国
や
県
、
事
業
者
に
伝
え
る
。
関
西

電
力
か
ら
は
、
新
聞
折
り
込
み
や
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
の
番
組
放
送
の
中
で
、
乾
式
貯
蔵
施

設
に
関
す
る
説
明
を
行
っ
て
い
る
と
聞
い
て

い
る
。

そ
の
他
の
関
係

　
　

も
ん
じ
ゅ
サ
イ
ト
に
設
置
す
る
新
た
な

試
験
研
究
炉
に
係
る
第
５
回
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
会
合
に
関
し
て
、
市
か
ら
求
め
た
こ
と
に

対
し
、
文
部
科
学
省
や
日
本
原
子
力
研
究
開

発
機
構
か
ら
は
ど
の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
が

あ
っ
た
の
か
。

答

引
き
続
き
、
推
定
活
断
層
に
関
す
る
調

査
に
つ
い
て
鋭
意
進
め
て
い
く
こ
と
、ま
た
、

複
合
拠
点
や
産
業
利
用
の
促
進
に
関
し
て

も
、関
係
機
関
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
な
ど
を
通
じ
て
検
討
を
進

め
て
い
く
と
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
。

問

も
ん
じ
ゅ
の
し
ゃ
へ
い
体
等
取
り
出
し

作
業
の
状
況
等
に
関
す
る
面
談
に
関
し
て
、

考
慮
不
足
が
原
因
で
機
器
が
破
損
す
る
事
象

が
発
生
し
た
こ
と
は
遺
憾
で
あ
る
旨
を
伝
え

た
と
こ
ろ
、
文
部
科
学
省
か
ら
は
ど
の
よ
う

な
返
答
が
あ
っ
た
の
か
。

答

頂
い
た
ご
指
摘
を
踏
ま
え
な
が
ら
再
発

防
止
を
図
り
つ
つ
、
も
ん
じ
ゅ
の
廃
止
措
置

が
安
全
、
着
実
か
つ
計
画
的
に
進
む
よ
う
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
緊
張
感
を
持
っ
て
原
子
力

研
究
開
発
機
構
を
指
導
監
督
し
て
い
く
と
の

返
答
が
あ
っ
た
。

問

福
井
県
原
子
力
総
合
防
災
訓
練
で
出
て

き
た
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

答

広
域
避
難
で
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア

プ
リ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
、
避
難
所
の
受
け

付
け
を
行
っ
た
。
ス
マ
ホ
操
作
に
慣
れ
て
い

る
方
は
ス
ム
ー
ズ
に
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
が
で

き
、
情
報
の
集
計
も
す
ぐ
に
で
き
た
が
、
ス

マ
ホ
操
作
に
慣
れ
て
い
な
い
方
は
紙
で
受
け

付
け
を
す
る
こ
と
に
な
り
、
時
間
が
か
か
っ

た
。
不
得
手
の
方
に
は
今
ま
で
ど
お
り
紙
の

受
け
付
け
が
必
要
で
、
い
か
に
折
り
合
い
を

つ
け
て
い
く
か
と
い
う
の
が
課
題
で
あ
る
た

め
、
現
状
は
紙
と
デ
ジ
タ
ル
の
両
方
で
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

氣
比
の
杜
（
も
り
）
整
備
構
想

　

市
民
意
識
調
査
と
し
て
実
施
し
た
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
計
３
回
の
内
容
お
よ
び
先
進

事
例
調
査
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
報
告
が

あ
っ
た
。
ま
た
、
今
後
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
や
ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
を
踏
ま
え
、
利

活
用
コ
ン
セ
プ
ト
の
策
定
、
導
入
機
能
の

検
討
、
次
年
度
の
課
題
整
理
お
よ
び
事
業

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
策
定
を
進
め
る
予
定
で

あ
る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

敦
賀
港
線
廃
線
跡
地
の
活
用

　

市
民
意
識
調
査
と
し
て
実
施
し
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
内
容
、
利
活
用
コ
ン
セ
プ
ト

（
案
）
お
よ
び
先
進
事
例
調
査
の
実
施
状
況

に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。
ま
た
、今
後
は
、

市
民
意
識
調
査
な
ど
を
踏
ま
え
、
利
活
用
コ

ン
セ
プ
ト
を
検
討
し
、
廃
線
敷
の
利
用
方
針

や
ゾ
ー
ニ
ン
グ
を
取
り
ま
と
め
た
利
活
用
計

画
素
案
の
作
成
を
進
め
る
予
定
で
あ
る
と
の

説
明
が
あ
っ
た
。

神
楽
通
り
再
整
備

　

歩
道
空
間
に
ベ
ン
チ
や
あ
ん
ど
ん
を
配

置
し
た
完
成
イ
メ
ー
ジ
図
の
提
示
が
あ
り
、

歩
道
工
事
が
計
画
通
り
に
進
ん
で
い
る
こ

と
、
ま
た
、
現
在
、
舗
装
工
事
の
準
備
を

進
め
て
お
り
、
神
楽
通
り
全
体
と
し
て
は
、

３
月
上
旬
ご
ろ
に
完
成
す
る
予
定
で
あ
る

と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

氣
比
の
杜
整
備
構
想

問

前
回
の
委
員
会
で
は
、
複
合
施
設
の
検

討
に
当
た
り
、
図
書
館
が
基
本
に
置
か
れ
て

い
る
よ
う
な
話
を
さ
れ
て
い
た
が
、
特
定
の

テ
ー
マ
に
絞
っ
た
図
書
ス
ペ
ー
ス
の
よ
う
な

質
　
疑

敦
賀
ま
ち
づ
く
り
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
つ
い
て

９

質
　
疑

質
　
疑

質
　
疑

問

説
明

特別委員会中間報告特別委員会とは、特定の案件について集中的に審査する必要
がある場合に、議会の議決によって設置される委員会です。

原
子
力
発
電
所
　
　
　
　

　
　
　
　
特
別
委
員
会

関
西
電
力
株
式
会
社
関
係

新
幹
線
開
業
後
ま
ち
づ
く
り

　
　
特
別
委
員
会

原
子
力
防
災
関
係

問
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イ
メ
ー
ジ
も
検
討
範
囲
に
含
ま
れ
る
の
か
。

答

先
進
事
例
調
査
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

ア
ン
ケ
ー
ト
等
に
よ
り
、
大
規
模
な
い
わ
ゆ

る
図
書
館
と
い
う
よ
り
も
、
い
ろ
い
ろ
な
機

能
を
持
た
せ
た
中
で
の
複
合
的
な
機
能
集
約

の
ほ
う
が
ふ
さ
わ
し
い
の
か
も
し
れ
な
い
と

い
う
方
向
性
は
な
ん
と
な
く
見
え
て
き
て
い

る
。
現
状
と
し
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
を

ど
の
よ
う
に
盛
り
込
ん
で
い
く
か
に
つ
い

て
、
検
討
に
着
手
し
た
段
階
で
あ
る
。

問

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
で
市
民
の
意
見
も

取
り
入
れ
つ
つ
、
有
識
者
等
の
専
門
的
な
知

見
も
含
め
た
検
討
も
必
要
だ
と
思
う
が
、
今

後
の
基
本
構
想
や
基
本
計
画
の
策
定
に
当
た

り
、
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

答

駅
周
辺
整
備
構
想
策
定
委
員
会
の
よ
う

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
者
や
学
識
経
験
者
等

も
含
め
て
検
討
を
行
う
会
議
体
な
ど
を
設
置

し
て
進
め
て
い
く
ほ
う
が
よ
い
の
で
は
な
い

か
と
考
え
、
現
在
検
討
中
で
あ
る
。

敦
賀
港
線
廃
線
跡
地
の
活
用

問

利
活
用
コ
ン
セ
プ
ト
（
案
）
に
あ
る
３

つ
の
広
場
の
う
ち
、
く
さ
ま
ち
広
場
（
廃
線

跡
地
の
広
場
）
の
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
に
つ

い
て
伺
う
。

　
　

く
さ
ま
ち
広
場
は
、
駅
か
ら
廃
線
に
つ

な
が
る
場
所
と
し
て
、
市
民
の
憩
い
の
広
場

や
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
ポ
ー
ト
等
の
設
置
に
つ

い
て
事
業
者
か
ら
提
案
を
頂
い
て
い
る
。
３

つ
の
広
場
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
周
辺
の
観

光
地
や
氣
比
の
杜
整
備
と
の
関
連
も
意
識
し

な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

１０

特別委員会中間報告

議会だよりアンケートにご協力お願いします
今後の紙面構成の参考にさせていただきますので、以下のQRコードよりご協力をお願いいたします

皆さんのご意見をお聞かせください！

　令和７年 11 月 18 日（火）から 20 日（木）の 3 日間で、
昨年度に続き２度目となる、敦賀高校２年生との意見
交換会（模擬請願審査）を開催しました。
　この取り組みは、高校生が「公共」の授業で作成した
模擬請願を、実際の請願審査になるべく近い形で、議
員が常任委員会ごとに審査するもので、議会としては
主権者教育につながると考えています。
　今回は、昨年度の取り組みに加え、9 月 12 日（金）には、
請願作成前の全体オリエンテーションで請願に係る基
本的事項を説明したほか、10 月 17 日（金）には、請願
作成段階でアドバイスするなど、高校の授業に議員が
参加し、より積極的に高校生と関わる場を持ちました。
　実際の審査では、クラスで１件ずつ選ばれた代表請
願３件（①診療予約システム導入について、②ヘルメッ
ト無償配布について、③食で支える地域コミュニティ
形成について）を各常任委員会で 1 件ずつ審査を行い、
生徒より説明を受けた上で、議員間にて白熱した議論
を交わしました。また、その後は、審査という形では
ないものの、グループに分かれ、代表請願に選ばれな
かった他の請願についても、議員から生徒への質問や

アドバイスを行うなど、活発な意見交換を行うことが
できました。
　本取り組みを通じて、高校生の皆さん自らが、地域
の課題や将来を真剣に考え、請願として作成されたこ
とをうれしく思うとともに、議会として貴重な提案を
頂いたと受け止める次第です。
　敦賀市議会では今後も引き続き、次代を担う若年層
の政治への関心を高め、政治参画につながるよう取り
組んでまいります。

　高校生との意見交換会（模擬請願審査）を開催しました

答
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学
校
給
食
に
つ
い
て

問　
米
価
が
高
騰
す
る
中
、
当
初
の
試
算
ど

お
り
完
全
米
飯
給
食
の
実
現
は
可
能
か
。

答　
米
価
は
高
騰
し
て
い
る
が
、
パ
ン
よ

り
価
格
面
で
米
飯
が
優
位
で
あ
る
。
栄

養
面
や
小
麦
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
、
地
産
地
消
の

利
点
も
大
き
い
。
パ
ン
は
市
内
製
造
業
者
が
な

く
輸
送
面
に
課
題
が
あ
る
た
め
、
計
画
見
直
し

は
せ
ず
完
全
米
飯
給
食
を
目
指
す
方
針
で
あ
る
。

外
国
人
労
働
者
と
多
文
化
共
生
に
つ

い
て問　

第
一
次
産
業
の
労
働
力
不
足
を
補
う

た
め
、
外
国
人
技
能
実
習
生
受
け
入
れ

に
関
す
る
敦
賀
市
の
体
制
整
備
は
ど
う
か
。

答　
外
国
人
労
働
者
の
登
用
は
事
業
者
判

断
で
あ
る
が
、
一
次
産
業
の
課
題
解
決

策
と
し
て
有
効
と
認
識
し
て
い
る
。
県
内
で
は

外
国
人
労
働
者
が
３
年
で
倍
増
し
て
お
り
、
定

着
に
は
賃
金
改
善
が
不
可
欠
で
あ
る
。
本
市
で

は
現
時
点
で
は
要
望
は
な
い
が
、
相
談
対
応
な

ど
の
準
備
を
進
め
る
方
針
で
あ
る
。

◎浅　野　好　一
１　学校給食について
２　外国人労働者と多文化共生について

◎橋　本　彬　穂
１　災害に強い敦賀市をつくるための安全・安心

　　　対策について
　２　給水器について

◎中　道　恭　子
１　ＨＰＶワクチン接種について
２　こどもの居場所づくりについて

◎三田村 　りょう
１　熊対策について
２　こどもを中心にした公衆衛生について
３　重点支援地方交付金などによる生活支援につ

いて
４　ハラスメント防止について

◎馬　渕 　清　和
１　休日の部活動の地域展開について
２　児童クラブについて
３　こどもの国のリニューアルについて

◎河　瀬　太　治
１　元暴力団事務所の購入について
２　桜について
３　本町第 3 公園のＳＬについて
４　サブカルチャーを利用した観光誘客について

◎有　馬　茂　人
１　市立敦賀病院の経営について
２　滋賀県高島市との連携について

◎大　塚　佳　弘
１　敦賀市のＤＸとマイナ保険証（マイナンバー

カード）の現状について
　２　敦賀市のまちづくりとバリアフリーへの取り
　　　組み（切望）について

◎山　本　貴美子
１　透析患者の負担の軽減について
２　介護度が重い方への特別障害者手当の支給につ

　　　いて
　３　給食費無償化など保護者負担の軽減について

◎豊　田 　耕　一
１　敦賀市のカスハラ対策について
２　真の働き方改革の実現について

◎吉　田 　隆　昭
１　西公民館の建設について
２　環境対策の負担割合について
３　市立敦賀病院の赤字について

◎北　條　　　正
１　敦賀市の医療体制について
２　氣比の杜整備構想について
３　気比の松原について

◎籠　 太　一　朗
１　今後の介護福祉の在り方について その 10
２　今後の土木インフラについて 橋梁・河川編

◎大　石 　修　平
１　大谷吉継公を通じた敦賀の魅力発信について

◎松　 宮 　　　学
１　農業従事者の減少について
２　原子力総合防災訓練について
３　戦後 80 年について

◎高　城　庄　佑
１　地域に根差した医療人材の確保策について

◎山　本　武　志
１　市立敦賀病院の人的基盤について

１１

　一般質問 　12 月 9・10・11 日の３日間、17 人の議員が一般質問を行いました。　

浅野好一

（市政会）

一
般
質
問
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災
害
に
強
い
敦
賀
市
を
つ
く
る
た
め

の
安
全
・
安
心
対
策
に
つ
い
て

問　
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
設
置
へ
の
補
助
制

度
導
入
を
検
討
し
て
い
た
だ
け
な
い
か
。

答　
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
は
有
効
だ
が
、
使

用
上
の
注
意
が
必
要
な
た
め
、
ま
ず
は

そ
の
仕
組
み
に
つ
い
て
の
啓
発
を
す
べ
き
。　

問　
ペ
ッ
ト
同
行
避
難
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
今

後
ど
う
周
知
し
て
い
く
の
か
。
ま
た
、

ペ
ッ
ト
防
災
手
帳
の
作
成
を
検
討
い
た
だ
け
な

い
か
。答　

防
災
訓
練
や
出
前
講
座
、
広
報
つ
る

が
な
ど
で
周
知
し
て
い
き
た
い
。
ペ
ッ

ト
防
災
手
帳
に
つ
い
て
は
、
活
用
事
例
等
を
聴

取
、
判
断
し
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　
備
蓄
型
水
洗
ト
イ
レ
ｉ
Ｚ
Ａ
Ｔ
ｏ
を

市
と
し
て
購
入
し
た
と
の
こ
と
だ
が
、

市
民
へ
の
情
報
発
信
を
ど
う
行
う
の
か
。

答　
防
災
訓
練
等
で
説
明
ま
た
は
展
示
に

つ
い
て
は
考
え
て
い
き
た
い
。

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

問　
９
価
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
は
、
15
歳
ま

で
で
あ
れ
ば
２
回
の
接
種
で
済
む
と
の

こ
と
だ
が
、今
後
の
周
知
啓
発
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
早
い
年
齢
で
の
接
種
は
有
効
と
考
え

て
お
り
、
令
和
８
年
度
か
ら
、
接
種
勧

奨
時
期
の
見
直
し
や
再
勧
奨
通
知
の
回
数
を
増

や
す
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

こ
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
に
つ
い
て

問　
不
登
校
の
子
ど
も
た
ち
の
居
場
所

や
、
学
び
の
保
障
は
大
切
な
課
題
と
考

え
る
が
、
学
習
支
援
の
場
と
学
校
の
連
携
に
つ

い
て
伺
う
。

答　
現
在
、
民
間
に
よ
る
多
様
な
居
場
所

が
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
、
学
校

と
の
連
携
を
一
層
深
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

あ
り
、
学
ぶ
意
欲
が
見
ら
れ
た
際
、
個
々
の
状

況
や
意
向
に
応
じ
て
、
ど
の
よ
う
な
支
援
が
適

切
か
を
学
校
、家
庭
、関
係
機
関
が
一
体
と
な
っ

て
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

熊
対
策
に
つ
い
て

問　
緊
急
銃
猟
制
度
に
関
し
て
は
報
償
費

を
こ
れ
ま
で
の
錯
誤
捕
獲
の
場
合
よ
り

高
額
に
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
と
の
こ
と

だ
が
、
危
険
な
重
労
働
で
あ
る
こ
と
は
同
様
で

あ
る
と
考
え
る
た
め
、
緊
急
銃
猟
以
外
の
場
合

も
報
償
費
の
増
額
を
提
案
す
る
。

答　
現
在
は
一
頭
当
た
り
1
万
４
０
０
０

円
で
あ
る
が
指
摘
の
通
り
危
険
を
伴
う

の
で
、来
年
度
か
ら
の
増
額
を
検
討
、調
整
す
る
。

こ
ど
も
を
中
心
に
し
た
公
衆
衛
生
に

つ
い
て

問　
多
く
の
授
業
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

よ
る
学
級
閉
鎖
で
失
わ
れ
た
こ
と
は
著

し
い
教
育
の
機
会
の
損
失
で
あ
り
、
更
に
学
校

が
感
染
拡
大
の
大
き
な
拠
点
で
あ
る
こ
と
も
疑

わ
れ
る
た
め
、
子
ど
も
へ
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
補
助
を
提
案
す
る
。

答　
接
種
を
推
進
す
る
こ
と
の
重
要
性
は

高
ま
っ
て
き
て
い
る
も
の
と
認
め
、
関

係
機
関
と
連
携
し
前
向
き
に
検
討
す
る
。

休
日
の
部
活
動
の
地
域
展
開
に
つ
い

て問　
活
動
整
備
を
促
す
た
め
市
の
補
助
金

を
新
設
す
べ
き
。

答　
家
庭
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
、
各
地
域

ク
ラ
ブ
が
持
続
可
能
な
体
制
を
整
備
で

き
る
よ
う
、
令
和
８
年
度
か
ら
の
開
始
を
目
標

に
検
討
し
て
い
る
。

児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

問　
幼
児
に
関
す
る
業
務
を
福
祉
保
健

部
、
児
童
ク
ラ
ブ
の
業
務
に
つ
い
て
は

教
育
委
員
会
に
移
す
こ
と
が
市
民
に
と
っ
て
も

分
か
り
や
す
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
が
、
市

長
の
見
解
は
。

答　
ど
こ
で
担
当
す
る
の
が
敦
賀
市
に

と
っ
て
一
番
良
い
方
法
な
の
か
、
あ
ら

ゆ
る
可
能
性
を
否
定
せ
ず
に
、
両
部
局
で
問
題

点
も
含
め
検
討
し
、
全
体
と
し
て
よ
り
よ
い
組

織
づ
く
り
に
な
る
よ
う
協
議
す
る
。

掲載している原稿は質問者自身が作成しております。

橋本彬穂

（あたらしい
敦賀）

三田村りょう

（あたらしい
敦賀）

中道恭子

（公明党）

馬渕清和

（市政会）

一
般
質
問
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元
暴
力
団
事
務
所
の
購
入
に
つ
い
て

問　
本
件
の
進
捗
を
お
聞
き
し
た
い
。
ま

た
、
市
民
へ
の
説
明
や
活
用
法
の
進
捗

を
お
聞
き
し
た
い
。

答　
現
在
、
本
市
へ
の
所
有
権
移
転
登
記

を
完
了
し
、
相
手
方
に
本
件
建
物
内
に

あ
る
動
産
等
を
撤
去
ま
た
は
処
分
し
て
も
ら
い
、

本
市
へ
の
引
き
渡
し
ま
で
を
終
え
て
い
る
。
12

月
末
ま
で
に
は
相
手
方
へ
の
売
買
代
金
の
支
払

い
を
終
え
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
の
利

活
用
は
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
担
当

部
局
だ
け
で
な
く
全
庁
的
に
検
討
し
て
い
く
。

　

市
民
の
皆
様
の
意
見
を
反
映
す
る
方
法
と
し

て
は
、
暴
力
追
放
敦
賀
市
民
会
議
等
の
関
係
団

体
か
ら
の
意
見
や
市
有
財
産
の
利
活
用
に
係
る

官
民
連
携
会
議
で
の
協
議
等
、
幅
広
く
意
見
を

募
っ
て
い
き
た
い
。
先
月
に
は
、
市
有
財
産
利

活
用
に
係
る
官
民
連
携
会
議
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

を
個
別
に
訪
問
し
、
物
件
の
概
要
に
つ
い
て
説

明
し
た
。
12
月
中
旬
に
は
暴
力
追
放
敦
賀
市
民

会
議
の
理
事
会
を
開
催
す
る
予
定
で
、
理
事
の

皆
様
に
こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
説
明
し
た
後
、
建

物
を
内
見
し
て
意
見
を
募
る
予
定
で
あ
る
が
検

討
段
階
で
あ
り
今
後
と
も
検
討
す
る
。

市
立
敦
賀
病
院
の
経
営
に
つ
い
て

問　
市
立
敦
賀
病
院
の
単
年
度
赤
字
や
施

設
更
新
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
病

院
開
設
者
で
あ
る
市
長
部
局
に
部
署
を
設
置
し

地
域
医
療
の
あ
り
方
を
検
討
す
べ
き
。

答　
今
後
、
一
般
会
計
か
ら
病
院
へ
の
繰
り

出
し
が
年
約
20
億
円
以
上
に
膨
ら
む
可
能

性
あ
る
。
将
来
的
に
は
建
て
替
え
が
選
択
肢
で
、

５
０
０
億
円
規
模
に
達
す
る
可
能
性
も
あ
る
。
必

要
と
判
断
し
た
場
合
は
組
織
体
制
の
見
直
し
を

考
え
、
持
続
可
能
な
地
域
医
療
を
検
討
す
る
。

滋
賀
県
高
島
市
と
の
連
携
に
つ
い
て

問　
高
島
市
や
大
津
市
で
新
た
な
産
業
団

地
整
備
が
検
討
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど

を
背
景
に
滋
賀
県
側
か
ら
道
路
整
備
を
熱
望
す

る
声
が
上
が
っ
て
い
る
。
滋
賀
県
や
高
島
市
と

の
連
携
を
深
め
る
方
策
を
検
討
す
べ
き
。

答　
広
域
的
な
道
路
で
あ
る
た
め
国
や
県

の
協
力
が
不
可
欠
。
福
井
県
や
美
浜
町
、

滋
賀
県
な
ど
関
係
者
が
一
堂
に
会
し
て
協
議
す

る
場
の
設
立
を
福
井
県
に
対
し
て
求
め
て
い
き

た
い
。

敦
賀
市
の
Ｄ
Ｘ
と
マ
イ
ナ
保
険
証

(

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド)

の
現
状

に
つ
い
て

問　
学
校
に
お
け
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
学
習
に

よ
る
効
果
と
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

答
ク
ラ
ウ
ド
上
の
ア
プ
リ
を
利
用
し
た

文
書
の
共
同
編
集
や
、
ク
ラ
ス
の
意
見

を
端
末
で
確
認
し
、
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
、

協
働
的
な
学
び
の
活
用
が
広
が
っ
て
い
る
。
ま

た
、
一
人
一
人
の
特
性
や
学
習
進
度
に
応
じ
て

児
童
生
徒
が
学
習
内
容
や
学
び
方
を
選
択
す

る
、
個
別
最
適
な
学
び
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

問
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
促
進
に
向
け

た
取
り
組
み
を
伺
う
。

答　
国
民
健
康
保
険
の
マ
イ
ナ
保
険
証

の
利
用
実
績
は
令
和
６
年
10
月
の
20
・

32
％
に
対
し
令
和
７
年
10
月
は
64
・
08
％
と
伸

び
て
い
る
。
令
和
７
年
に
国
民
健
康
保
険
の
資

格
確
認
書
を
更
新
し
た
際
に
、
国
の
広
報
素
材

活
用
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
同
封
し
て
お
知
ら
せ

し
て
い
る
。ま
た
、広
報
つ
る
が
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
も
周
知
し
て
い
る
。

透
析
患
者
の
負
担
の
軽
減
に
つ
い
て

問　
人
工
透
析
の
治
療
で
滋
賀
県
ま
で

通
っ
て
い
る
市
民
が
お
ら
れ
る
。
敦
賀

病
院
で
透
析
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
環
境
を
整
備

す
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

答　
人
員
の
確
保
や
整
備
費
用
の
観
点
か

ら
、
環
境
整
備
は
困
難
。

問　
人
工
透
析
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
が

入
れ
る
介
護
施
設
を
整
備
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
い
か
が
か
。

答　
施
設
整
備
は
難
し
い
が
、
透
析
治
療

の
送
迎
の
人
材
確
保
を
支
援
し
、
透
析

が
必
要
な
要
介
護
者
の
施
設
受
入
れ
を
目
指
す
。

給
食
費
無
償
化
な
ど
保
護
者
負
担
の

軽
減
に
つ
い
て

問　
国
が
小
学
校
給
食
の
食
材
費
を
負
担

す
る
と
の
情
報
が
あ
る
。
市
と
し
て
給

食
費
無
償
化
の
決
断
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
国
の
交
付
金
の
活
用
も
選
択
肢
に
入

れ
、
前
向
き
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

１３

（市政会）

河瀬太治

大塚佳弘

（公明党）

有馬茂人

（市政会）

山本貴美子

（日本共産党
敦賀市会
議員団）

一
般
質
問
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敦
賀
市
の
カ
ス
ハ
ラ
対
策
に
つ
い
て

問　
働
き
方
改
革
の
観
点
か
ら
も
毅
然
と

し
た
カ
ス
ハ
ラ
対
策
は
重
要
で
、
カ
ス

ハ
ラ
の
未
然
防
止
対
策
が
効
果
的
で
あ
る
。
し

か
し
、
敦
賀
市
の
対
策
不
足
は
明
白
で
あ
る
中
、

カ
ス
ハ
ラ
対
策
に
つ
い
て
市
長
の
覚
悟
を
伺
う
。

答　
今
回
の
質
問
で
の
指
摘
の
と
お
り
、

カ
ス
ハ
ラ
を
未
然
に
防
止
す
る
対
策
を

講
じ
て
、
結
果
的
に
敦
賀
市
役
所
か
ら
カ
ス
ハ

ラ
を
な
く
し
て
い
き
た
い
。

真
の
働
き
方
改
革
の
実
現
に
つ
い
て

問　
「
働
き
方
改
革
を
進
め
て
い
く
」
と
言

う
こ
と
は
簡
単
だ
が
、
実
行
に
移
す
の

は
簡
単
で
は
な
い
。
覚
悟
を
示
す
意
味
で
も
、

市
長
か
ら
職
員
の
皆
さ
ん
に
向
け
て
、
始
業
前

も
終
業
後
も
１
分
単
位
で
超
過
勤
務
申
請
を
す

る
よ
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
て
も
ら
い
た
い
。

答　
今
回
の
質
問
は
、「
残
業
」
と
い
う

言
葉
が
大
き
な
テ
ー
マ
と
な
っ
た
が
、

「
残
業
時
間
は
全
部
つ
け
て
く
だ
さ
い
」
と
い

う
こ
と
を
、
私
か
ら
職
員
の
皆
さ
ん
に
申
し
あ

げ
た
い
。

西
公
民
館
の
建
設
に
つ
い
て

問　
令
和
６
年
９
月
の
定
例
会
で
、
西

公
民
館
建
設
の
総
事
業
費
の
概
算
は

令
和
５
年
か
ら
９
年
度
ま
で
の
５
カ
年
で
約

10
億
６
８
０
０
万
円
を
見
込
む
と
答
え
て
い
る

が
、現
時
点
で
は
い
く
ら
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

答　
約
５
億
７
８
０
０
万
円
増
額
の
約

16
億
４
６
０
０
万
円
を
見
込
ん
で
い

る
。
資
材
や
人
件
費
の
高
騰
に
加
え
、
地
元
か

ら
の
要
望
で
あ
る
防
災
機
能
の
充
実
に
係
る
費

用
が
主
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

市
立
敦
賀
病
院
の
赤
字
に
つ
い
て

問　
令
和
６
年
度
の
赤
字
は
10
億
2
８
0

０
万
円
余
り
。
美
浜
町
に
は
小
児
救
急

の
夜
間
診
療
に
係
る
人
件
費
の
一
部
を
負
担
し

て
も
ら
っ
て
い
る
と
い
う
が
、
若
狭
町
な
ど
他

の
市
町
に
は
一
切
負
担
し
て
も
ら
っ
て
い
な
い

の
か
。負
担
を
働
き
掛
け
た
こ
と
は
な
い
の
か
。

答　
美
浜
町
に
つ
い
て
は
、申
し
出
が
あ
っ

た
こ
と
か
ら
負
担
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

他
の
市
町
へ
の
経
費
に
つ
い
て
は
、
今
の
と
こ

ろ
請
求
や
働
き
掛
け
は
行
っ
て
い
な
い
。

敦
賀
市
の
医
療
体
制
に
つ
い
て

問　
嶺
南
医
療
圏
の
救
急
体
制
は
敦
賀
と

小
浜
が
担
う
が
、
医
師
数
に
偏
り
が
あ

り
、地
域
医
療
の
再
構
築
と
連
携
強
化
が
必
要
。

国
立
病
院
と
の
合
併
も
視
野
に
入
れ
、
経
営
難

克
服
に
は
広
域
連
携
が
不
可
欠
と
考
え
る
が
見

解
を
求
め
る
。

答　
嶺
南
医
療
圏
の
急
性
期
医
療
は
当
院

と
小
浜
病
院
が
担
い
、
救
急
・
入
院
維

持
に
体
制
確
保
が
不
可
欠
。
診
療
報
酬
改
定
だ

け
で
は
困
難
で
、
地
域
全
体
で
の
連
携
強
化
と

役
割
分
担
が
必
要
。
福
井
県
と
協
議
し
、
医
師

確
保
や
機
能
分
担
を
進
め
、
経
営
面
も
含
め
連

携
を
強
化
し
て
い
き
た
い
。

気
比
の
松
原
に
つ
い
て

問　
気
比
の
松
原
の
樹
木
が
荒
れ
て
い
る

の
で
対
策
を
問
う
。

答　
国
で
は
、
令
和
８
年
1
月
に
、
北
側

エ
リ
ア
の
約
80
本
の
危
険
木
に
つ
い
て

の
枝
払
い
等
を
行
い
、
残
り
の
南
側
に
つ
い
て

は
令
和
8
年
度
に
復
旧
事
業
を
行
う
予
定
と
の

報
告
を
受
け
て
い
る
。

。今後
の
介
護
福
祉
の
在
り
方
に
つ
い

て　

そ
の
10

問　
第
10
期
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
に

向
け
て
目
標
と
指
標
の
設
定
は
ア
ウ
ト
カ

ム
指
標
を
多
く
取
り
入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
第
９
期
の
評
価
結
果
を
踏
ま
え
な
が

ら
介
護
予
防
、
生
活
支
援
、
認
知
症
施

策
医
療
介
護
連
携
、
重
度
化
防
止
と
い
っ
た
重

点
的
視
点
を
含
め
、
高
齢
者
の
生
活
の
質
の
向

上
を
目
的
と
し
た
ア
ウ
ト
カ
ム
指
標
の
設
定
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

今
後
の
土
木
イ
ン
フ
ラ
に
つ
い
て　

橋
梁
・
河
川
編

問
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
特
設
メ
ニ
ュ
ー
・

道
路
な
ど
の
損
傷
通
報
に
河
川
の
雑
草

や
不
法
投
棄
物
な
ど
を
投
稿
し
て
も
良
い
か
。

答　
可
能
で
あ
る
。
た
だ
し
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

通
報
の
確
認
業
務
は
市
役
所
の
開
庁
時

間
に
な
る
た
め
、
緊
急
の
場
合
は
、
こ
れ
ま
で

通
り
市
役
所
に
電
話
頂
け
れ
ば
、
夜
間
や
休
日

で
も
宿
直
が
対
応
し
担
当
者
に
連
絡
が
入
る
の

で
使
い
分
け
を
お
願
い
す
る
。

掲載している原稿は質問者自身が作成しております。

豊田耕一

（市民クラブ）

北條　正

吉田隆昭

（あたらしい
敦賀）

（あたらしい
敦賀）

籠太一朗

（あたらしい
敦賀）

一
般
質
問
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大
谷
吉
継
公
を
通
じ
た
敦
賀
の
魅
力

発
信
に
つ
い
て

問　
敦
賀
市
と
し
て
、
敦
賀
城
主
で
あ
っ

た
大
谷
吉
継
公
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て

い
る
か
、市
政
に
ど
う
活
か
し
て
き
た
か
伺
う
。

答　
敦
賀
に
と
っ
て
大
谷
吉
継
は
、
京
都

大
阪
へ
日
本
海
の
物
資
を
送
る
拠
点
と

し
て
敦
賀
港
を
整
備
し
て
礎
を
築
い
た
恩
人
と

も
言
え
る
。
歴
史
的
な
観
点
か
ら
敦
賀
市
を
Ｐ

Ｒ
し
て
い
く
上
で
重
要
な
人
物
と
考
え
て
い

る
。
８
月
に
吉
継
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催
し
て
全
国

か
ら
５
０
０
人
の
来
場
を
い
た
だ
き
、
そ
の
人

気
を
改
め
て
確
認
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問　
全
国
か
ら
敦
賀
を
訪
れ
た
フ
ァ
ン
の

意
見
と
し
て
、
グ
ッ
ズ
を
買
え
る
場
所

が
な
い
と
い
う
声
が
あ
る
。
市
立
博
物
館
や
山

車
会
館
の
売
店
機
能
を
充
実
で
き
な
い
か
。

答　
市
立
博
物
館
で
も
っ
と
い
ろ
ん
な
物

を
販
売
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
が
あ

る
た
め
拡
充
を
図
り
た
い
。
ま
た
、
山
車
会
館

に
は
大
谷
吉
継
関
連
の
常
設
展
示
は
あ
る
が

グ
ッ
ズ
販
売
は
な
い
の
で
、
今
後
は
博
物
館
同

様
に
販
売
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

原
子
力
総
合
防
災
訓
練
に
つ
い
て

問　
敦
賀
市
民
の
「
原
発
を
動
か
し
て
い

る
人
た
ち
は
何
回
事
故
を
起
こ
せ
ば
や

め
る
の
か
」
の
声
を
聞
い
て
市
長
は
ど
う
思
う

の
か
伺
う
。

答　
市
と
し
て
国
や
事
業
者
に
対
し
原
子

力
発
電
所
の
安
全
確
保
と
、
防
災
対
策

の
強
化
を
、
不
断
に
取
り
組
む
よ
う
求
め
て
い

き
た
い
。

戦
後
80
年
に
つ
い
て

問　
高
市
首
相
は
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
に

軍
事
費
の
増
額
を
約
束
し
、
敵
基
地
攻

撃
能
力
の
保
有
、
長
射
程
ミ
サ
イ
ル
配
備
な
ど

で
、
総
額
11
兆
円
に
倍
増
し
た
。
多
く
の
市
民

は
、
戦
争
す
る
国
づ
く
り
で
は
な
く
、
平
和
を

願
っ
て
い
る
。
今
後
、
敦
賀
市
民
に
ど
の
よ
う

に
発
信
す
る
の
か
伺
う
。

答　
Ｒ
Ｃ
Ｎ
か
ら
寄
贈
さ
れ
た「
戦
後
80
年
・

次
代
へ
紡
ぐ
戦
争
の
記
憶
」
と
い
う
映
像

作
品
を
学
校
に
お
け
る
平
和
教
育
の
推
進
に
活

用
し
て
い
き
た
い
。
そ
の
他
に
、
平
和
の
尊
さ

を
次
世
代
に
伝
え
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
。

地
域
に
根
差
し
た
医
療
人
材
の
確
保

策
に
つ
い
て

問　
敦
賀
病
院
で
の
育
児
短
時
間
勤
務
及
び

部
分
休
業
制
度
の
概
要
と
現
状
を
伺
う
。

答　
育
児
短
時
間
勤
務
制
度
は
、
正
職
員

の
み
が
取
得
可
能
で
、
対
象
は
子
ど
も

が
小
学
校
就
学
前
ま
で
の
職
員
で
あ
る
。
育
児

部
分
休
業
制
度
は
、
正
職
員
に
加
え
、
会
計
年

度
任
用
職
員
も
取
得
可
能
で
、
対
象
も
同
じ
く

子
ど
も
が
小
学
校
就
学
前
ま
で
で
あ
る
。
新
規

採
用
の
職
員
に
つ
い
て
も
、
採
用
直
後
か
ら
育

短
及
び
部
分
休
業
を
取
得
す
る
こ
と
が
可
能
で

あ
り
、
こ
の
制
度
の
利
用
を
希
望
す
る
こ
と
が

採
用
の
妨
げ
と
な
る
こ
と
は
な
い
。

問　
看
護
師
の
夜
勤
及
び
委
員
会
の
現
状

と
、
正
職
員
に
負
担
が
か
か
ら
な
い
よ

う
な
対
策
は
。

答　
夜
勤
及
び
委
員
会
に
つ
い
て
は
ご
く

一
部
を
除
き
正
職
員
の
み
が
従
事
し
て

い
る
。
委
員
会
を
再
編
し
た
り
、
夜
勤
専
門
看

護
師
を
配
置
し
た
り
、
職
員
満
足
度
調
査
を
実

施
す
る
な
ど
、
正
職
員
の
負
担
を
減
ら
す
努
力

を
し
て
お
り
、
逐
次
見
直
し
を
続
け
て
い
く
。

市
立
敦
賀
病
院
の
人
的
基
盤
に
つ
い

て問　
病
院
経
営
の
根
幹
を
な
す
の
は
人
で

あ
り
、
士
気
の
維
持
に
加
え
、
忠
誠
心

や
愛
着
を
持
っ
て
従
事
い
た
だ
け
る
か
否
か
、

つ
ま
り
は
、
そ
の
基
盤
を
ど
う
生
か
す
か
が
今

後
の
敦
賀
病
院
の
経
営
を
左
右
す
る
極
め
て
重

要
な
論
点
と
考
え
る
。
病
院
に
お
い
て
は
、
人

件
費
の
増
加
が
経
営
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
る
と
の
見
解
を
示
し
て
い
る
が
、
職
員
の

貢
献
度
に
対
す
る
評
価
を
伺
う
。

答　
職
員
は
非
常
に
忙
し
い
環
境
の
中
、

市
民
の
命
と
健
康
を
守
る
と
い
う
使
命

の
下
、
日
々
献
身
的
に
業
務
に
従
事
し
て
お
り

経
営
面
の
意
識
も
非
常
に
高
く
な
っ
て
い
る
。

問　
労
働
時
間
管
理
に
関
し
て
は
、
病
院

全
体
と
し
て
職
場
風
土
の
改
善
、
め
り

は
り
ワ
ー
ク
に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る
。

答　
職
員
が
心
身
と
も
に
健
康
で
安
心
し

て
働
き
続
け
ら
れ
る
病
院
へ
と
風
土
を

変
え
て
い
く
こ
と
を
、
経
営
の
最
重
要
課
題
の

一
つ
と
し
て
全
力
で
取
り
組
む
覚
悟
で
あ
る
。

１５

松宮　学

（日本共産党
敦賀市会
議員団）

（市民クラブ）

山本武志

高城庄佑

（市政会）

大石修平

（市政会）

一
般
質
問
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11 月

12 月

１月

 議会日誌

検 索敦賀市議会

令和 7 年 10 月 10 日以降の主な議会活動の紹介です

１６

1 日
2 日

9日
10 日
11 日
12 日

15 日
16 日

17 日

19 日

22 日

23 日
30 日

5日
17 日

（月）
（火）

（火）
（水）
（木）
（金）

（月）
（火）

（水）

（金）

（月）

（金）
（金）

（木）
（火）

全員協議会、本会議（開会）
予算決算常任委員会全体会・分科会
（補正予算審査）
本会議（一般質問）
本会議（一般質問）
本会議（一般質問）
総務民生・産経建設・文教厚生常任
委員会、広報広聴委員会
原子力発電所特別委員会
新幹線開業後まちづくり特別委員
会、議会運営委員会
予算決算常任委員会全体会（補正予
算採決）、各派代表者会議
議会運営委員会、本会議（追加提出
議案）、予算決算常任委員会全体会・
分科会（追加補正予算審査・採決）、
総務民生常任委員会（追加議案審査）
議会運営委員会、全員協議会、本会
議（閉会）、各派代表者会議

広報広聴委員会
議会運営委員会

総務民生常任委員会（所管事務調査）
広報広聴委員会

3 月定例会の日程（予定）

　２ February      ３ March

2/15 16 17 18 19 20 21

告示日

22 23 24 25 26 27 28
本会議

（議案説明・質疑）
予算決算
常任委員会

3/1 2 3 4 5 6 7
予算決算
常任委員会

予算決算
分科会

8 9 10 11 12 13 14
本会議

（報告・採決、
代表質問）

本会議
（代表・一般

質問）

本会議
（一般質問）

常任委員会

15 16 17 18 19 20 21

特別委員会 特別委員会 予算決算
常任委員会

22 23 24 25 26 27 28
本会議

（報告・採決）

Sun Mon Tue Wed Thu Fri Sat
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10 月

14日

17 日

20 日

22 日

24 日

7日

8日

10 日

11 日

12 日

13 日

14 日

15 日

18 日

19 日

20 日

21 日

（火）

（金）

（月）

（水）

（金）

（金）

（土）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（火）

（水）

（木）

（金）

文教厚生常任委員会行政視察（～ 15 日）

敦賀高校「公共」授業講師参加、

議員研修会

産経建設常任委員会行政視察（～ 21 日）

総務民生常任委員会行政視察（～ 23 日）

広報広聴委員会、
市町議会議員合同研修会

議会報告会（北公民館）

議会報告会（東浦公民館）

議会運営委員会

議会報告会（粟野公民館）

議会報告会（愛発公民館）

議会報告会（中郷公民館）

福井県市議会議長会議員研修会

議会報告会（松原公民館）

敦賀高校模擬請願審査、

議会報告会（西公民館）

敦賀高校模擬請願審査、

議会報告会（東郷公民館）

敦賀高校模擬請願審査、

議会報告会（南公民館）

議会運営委員会 ２月




